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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、前記基板上に順に積層して設けられた第１の電極、有機発光層および第２の電
極を含む複数の有機発光ダイオードとを含み、第１の電極が基板に近接して設けられたタ
ッチ表示装置であって、
　前記有機発光ダイオード上に順に積層して設けられた第１のパッケージ層、タッチ層お
よび第２のパッケージ層をさらに含み、
　前記第１のパッケージ層と前記第２のパッケージ層のいずれも、交互に積層された有機
薄膜と無機薄膜とからなる多層膜を含む膜層であり、
　すべての前記有機発光ダイオードにおける前記第１の電極は互いに独立して設けられ、
　各行の前記有機発光ダイオードにおける前記第２の電極は第１の方向に沿って同層で直
列接続されて、複数の第１の導電部を形成し、
　前記タッチ層は第２の方向に沿って平行に配列している複数の第２の導電部を含み、前
記第１の導電部と前記第２の導電部が互いに絶縁した交差回路網を形成することを特徴と
するタッチ表示装置。
【請求項２】
　前記第１の導電部と前記第２の導電部はパターンが同じであることを特徴とする請求項
１に記載のタッチ表示装置。
【請求項３】
　前記タッチ層の厚さは５ｎｍ～２００ｎｍであることを特徴とする請求項１に記載のタ
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ッチ表示装置。
【請求項４】
　前記第２の電極の厚さは１ｎｍ～５００ｎｍであることを特徴とする請求項１に記載の
タッチ表示装置。
【請求項５】
　前記第１の方向は前記第２の方向に垂直であることを特徴とする請求項１に記載のタッ
チ表示装置。
【請求項６】
　前記第１の導電部と前記第２の導電部は、いずれも透明または半透明の導電層であるこ
とを特徴とする請求項１に記載のタッチ表示装置。
【請求項７】
　前記第１のパッケージ層の厚さが５０ｎｍ～５μｍであり、前記第２のパッケージ層の
厚さが５０ｎｍ～５μｍであることを特徴とする請求項１に記載のタッチ表示装置。
【請求項８】
　前記基板とすべての前記有機発光ダイオードとの間に駆動回路層がさらに設けられ、前
記駆動回路層における回路は、すべての前記有機発光ダイオードを駆動するためのもので
あることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載のタッチ表示装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のタッチ装置の製造方法であって、
　基板に独立して設けられる第１の電極を形成し、第１の電極に有機発光層を形成するス
テップＳ１と、
　前記有機発光層に第２の電極を形成し、第２の電極を第１の方向に沿って同層で直列接
続して、平行に配列している第１の導電部を形成するステップＳ２と、
　基板にすべての第１の導電部を被覆する、交互に積層された有機薄膜と無機薄膜とから
なる多層膜を含む膜層である第１のパッケージ層を形成するステップＳ３と、
　第１のパッケージ層に導電層を形成し、パターン化して第２の方向に沿って平行に配列
し第１の導電部とともに互いに絶縁した交差回路網を形成する複数の第２の導電部を形成
するステップＳ４と、
　基板にすべての第２の導電部を被覆する、交互に積層された有機薄膜と無機薄膜とから
なる多層膜を含む膜層である第２のパッケージ層を形成するステップＳ５と、を含むこと
を特徴とするタッチ装置の製造方法。
【請求項１０】
　ステップＳ１の前に、基板に駆動回路層を形成するステップをさらに含むことを特徴と
する請求項９に記載のタッチ装置の製造方法。
【請求項１１】
　ステップＳ４において、前記第２の導電部は、マスクプロセスまたは印刷プロセスによ
り直接形成することもできることを特徴とする請求項９に記載のタッチ装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示の技術分野に関し、具体的には、内蔵型タッチ構造を有する機発光表示
装置およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチパネル（英語のフルネームはＴｏｕｃｈ　Ｐａｎｅｌである）は、タッチスクリ
ーン、タッチ画面とも呼ばれ、コンタクトなどの入力信号を受信できる検知式表示装置で
あり、様々な電子製品に広く応用される。タッチパネルの動作原理および情報伝送媒体に
従って、タッチパネルは、抵抗方式、静電容量方式、赤外線方式および表面弾性波方式の
４種類に分けられる。
【０００３】
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　静電容量方式タッチパネル（英語のフルネームはＣａｐａｃｉｔｉｖｅ　Ｔｏｕｃｈ　
Ｐａｎｅｌであり、ＣＴＰと略称する）は、人体の電流検知を利用して画面を制御する。
タッチ領域での静電容量の変化を検出することにより、指の触れた位置を算出し、精度が
９９％に達し、応答時間が３ｍｓよりも短い。ＣＴＰは、感度が高く、マルチタッチ技術
を実現しやすいなどの利点を有し、ますますスマートフォン、タブレットなどの電子製品
に応用されるタッチパネルの主流となっている。
【０００４】
　従来の技術において、タッチ積層構造と表示パネルとの相対的位置に従って、ＣＴＰは
、ｏｕｔ　ｃｅｌｌ（タッチ装置が表示パネルの外側に搭載される）、ｏｎ　ｃｅｌｌ（
タッチ装置が表示パネル上に設けられる）およびｉｎ　ｃｅｌｌ（タッチ装置が表示パネ
ル内に集積される）などの技術的アーキテクチャに分けられる。ｏｕｔ　ｃｅｌｌおよび
ｏｎ　ｃｅｌｌの技術が成熟し、中小サイズの表示パネルに広く応用され、かつｏｕｔ　
ｃｅｌｌ技術におけるＯＦＳ（英語のフルネームはＯｎｅ　Ｆｉｌｍ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ
であり、ワンフィルムソリューションと訳される）が有機エレクトロルミネッセンス表示
装置に応用されるので、フレキシブルなタッチ表示を可能にする。しかし、ｉｎ　ｃｅｌ
ｌは、表示パネルをより薄くし、透過率をより高くし、パワーをより小さくし、かつフレ
キシブルさを実現できるので、タッチ表示、特に有機エレクトロルミネッセンス表示のタ
ッチの究極のソリューションと呼ばれ、ますます有機エレクトロルミネッセンス表示装置
におけるタッチ技術の発展の主流となっている。
【０００５】
　中国特許文献ＣＮ１０２８３０８２７Ａには、上基板の表面に形成された第１のタッチ
検知層と、下基板の表面に形成された有機発光部材と、有機発光部材に設けられ検知電極
と有機発光電極を組み合わせてなる組合せ層とを含むタッチ表示装置およびその製造方法
が開示されている。前記タッチ表示装置は、従来に第２のタッチ検知層に属している第２
の検知電極と、従来に有機発光部材に属している対向電極層の対向電極とを単一の層に混
合するかまたは組み合わせ、かつ、第１の検知電極と第２の検知電極はそれぞれ第１のタ
ッチ検知層と組合せ層に形成されているので、両者の間に絶縁層を設ける必要があり、そ
れにより製造プロセス全体のステップを減少させ、製品製造の歩留まりを効果的に高める
ことができる。
【０００６】
　該タッチ表示装置は、第２の検知電極と対向電極とを単一の層に混合して設けて、タッ
チ表示装置の厚さをある程度減少できるが、タッチ装置の別の部分としての第１のタッチ
検知層は、上基板の表面に設けられる必要があるので、該装置はやはりｏｕｔ　ｃｅｌｌ
構造に属し、厚さが大きく、透過率が低いという問題が不可避的に存在している。
【０００７】
　より重要なことは、該特許文献には、第２の検知電極と有機発光電極とを一層に組み合
わせ、非常に信号クロストークの問題を起こしやすく、前記タッチ表示装置の表示品質に
深刻な影響を与える。また、該特許文献の第１の実施例における第１の検知電極と第２の
検知電極との間に絶縁層が設けられず、第１の検知電極と第２の検知電極との間の絶縁を
保証するために、第１の検知電極と第２の検知電極との間に十分な絶縁空間を設ける必要
があるので、タッチ表示装置の厚さを減少できず、さらに、第１の検知電極と第２の検知
電極との接触を回避するために、上基板が非常に小さい可撓性を有する必要があるので、
前記タッチ表示装置はフレキシブル化および大型サイズ化を実現できない。該特許文献の
他の実施例では、第１の検知電極が上基板の上面に設けられ、すなわち第１の検知電極と
第２の検知電極がそれぞれ上基板の両側に設けられ、第１の実施例のフレキシブル化およ
び大型サイズ化を実現できないという問題を回避できるが、第１の検知電極と第２の検知
電極との間の垂直距離が大きすぎて、タッチへの感度に深刻な影響を与えるだけではなく
、第１の検知電極の外力による損傷を回避するために、第１の検知電極の上方に保護層を
形成することが不可避的になるので、かえってプロセスステップを増加させ、前記タッチ
表示装置の厚さをさらに増大させて、透過率を低下させ、前記タッチ表示装置の外観に影
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響を与える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明は、従来技術におけるタッチ表示装置の厚さが大きく、製造プロセスが
複雑であるという課題を解決するために、製造プロセスが簡単で、厚さが小さく、内蔵型
タッチ構造を有し、フレキシブルさを実現できる有機発光表示装置およびその製造方法を
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の技術手段を採用する。
　本発明に係るタッチ表示装置は、基板と、基板上に順に積層して設けられた第１の電極
、有機発光層および第２の電極を含む複数の有機発光ダイオードとを含み、第１の電極が
基板に近接して設けられ、
　前記有機発光ダイオード上に順に積層して設けられた第１のパッケージ層、タッチ層お
よび第２のパッケージ層をさらに含み、
　前記第１のパッケージ層と前記第２のパッケージ層のいずれも、交互に積層された有機
薄膜と無機薄膜とからなる多層膜を含む膜層であり、
　すべての前記有機発光ダイオードにおける前記第１の電極は独立して設けられ、
　各行の前記有機発光ダイオードにおける前記第２の電極は第１の方向に沿って同層で直
列接続されて、複数の第１の導電部を形成し、
　前記タッチ層は第２の方向に沿って平行に配列している複数の第２の導電部を含み、前
記第１の導電部と前記第２の導電部が互いに絶縁した交差回路網を形成する。
【００１０】
　前記第１の導電部と前記第２の導電部はパターンが同じである。
【００１１】
　前記タッチ層の厚さは５ｎｍ～２００ｎｍである。
【００１２】
　前記第２の電極の厚さは１ｎｍ～５００ｎｍである。
【００１３】
　前記第１の方向は前記第２の方向に垂直である。
【００１４】
前記第１の導電部と前記第２の導電部は、いずれも透明または半透明の導電層である。
【００１６】
　前記第１のパッケージ層の厚さはである５０ｎｍ～５μｍ。
【００１７】
　前記第２のパッケージ層の厚さは５０ｎｍ～５μｍである。
【００１８】
　前記基板とすべての前記有機発光ダイオードとの間に駆動回路層がさらに設けられ、前
記駆動回路層における回路は、すべての前記有機発光ダイオードを駆動するためのもので
ある。
【００１９】
　本発明に係るタッチ装置の製造方法は、
　基板に独立して設けられる第１の電極を形成し、第１の電極に有機発光層を形成するス
テップＳ１と、
　有機発光層に第２の電極を形成し、第２の電極を第１の方向に沿って同層で直列接続し
て、平行に配列している第１の導電部を形成するステップＳ２と、
　基板にすべての第１の導電部を被覆する、交互に積層された有機薄膜と無機薄膜とから
なる多層膜を含む膜層である第１のパッケージ層を形成するステップＳ３と、
　第１のパッケージ層に導電層を形成し、パターン化して第２の方向に沿って平行に配列
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し第１の導電部とともに互いに絶縁した交差回路網を形成する複数の第２の導電部を形成
するステップＳ４と、
　基板にすべての第２の導電部を被覆する、交互に積層された有機薄膜と無機薄膜とから
なる多層膜を含む膜層である第２のパッケージ層を形成するステップＳ５と、を含む。
【００２０】
　ステップＳ１の前に、基板に駆動回路層を形成するステップをさらに含む。
【００２１】
　ステップＳ４において、前記第２の導電部は、マスクプロセスまたは印刷プロセスによ
り直接形成してもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　従来の技術に比べて、本発明の上記技術手段は、以下の利点を有する。
１、本発明に係るタッチ表示装置は、基板と、基板に設けられ互いに独立した有機発光ダ
イオードとを含み、前記有機発光ダイオードに第１のパッケージ層、タッチ層および第２
のパッケージ層が順に設けられ、すべての前記有機発光ダイオードにおける前記第１の電
極は独立して設けられ、前記第２の電極は第１の方向に沿って同層で直列接続されて複数
の第１の導電部を形成し、前記タッチ層は第２の方向に沿って平行に配列している複数の
第２の導電部を含み、前記第１の導電部と前記第２の導電部は互いに絶縁した交差回路網
を形成し、第２の電極で構成された第１の導電部とタッチ層における第２の導電部はタッ
チ構造を形成することにより、前記タッチ表示装置の厚さを大幅に減少させ、また、第１
の導電部と第２の導電部との間は第１のパッケージ層により絶縁され、構造が簡単である
。
　２、本発明に係るタッチ表示装置は、機発光ダイオードの第２の電極で第１の導電部を
形成して、タッチ層における第２の導電部とともにタッチ構造を形成し、有機発光ダイオ
ードの出光面に第１のパッケージ層、タッチ層および第２のパッケージ層のみが設けられ
ることにより、前記タッチ表示装置の発光効率を効果的に高め、また、従来のタッチ表示
装置に比べて、製造工程を効果的に減少させ、製品の歩留まりを高める。
　３、本発明に係るタッチ表示装置の製造方法は、第２の電極の製造過程で、第２の電極
で第１の導電部を形成して、タッチ層における第２の導電部とともにタッチ構造を形成し
、製造方法が簡単であり、プロセスのコストが低い。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明の内容をより明瞭に理解しやすくするために、以下、本発明の具体的な実施形態
および図面を組み合わせて、本発明をさらに詳細に説明する。
【図１】本発明の実施例１に係るタッチ表示装置の概略構造図である。
【図２】本発明の実施例２に係るタッチ表示装置の概略構造図である。
【図３】本発明の実施例３に係るタッチ表示装置の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の目的、技術手段および利点をより明らかにするために、以下、図面を参照しな
がら、本発明の実施形態をさらに詳細に説明する。
【００２５】
　本発明は、ここで記載される実施例に限定されるものではなく、様々な形態で実施する
ことが可能であると理解すべきである。逆に、これらの実施形態を提供することにより、
本開示が徹底し完全になり、かつ、当業者に本発明の思想を十分に伝達し、本発明は請求
項にのみ限定される。図面において、明瞭化のために、層および領域のサイズおよび相対
的サイズを誇張している場合がある。素子、例えば層、領域または基板が別の素子「の上
」に「形成される」または「設けられる」と記載される場合、該素子は前記別の素子に直
接設けられても、それらの間に介在している素子が存在してもよいと理解すべきである。
逆に、素子が別の素子に「直接形成される」または「直接設けられる」と記載される場合
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、それらの間に介在している素子が存在しない。
【００２６】
　（実施例１）
　本実施例はタッチ表示装置を提供し、図１に示すように、基板１０１と、基板１０１に
設けられた有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイオード上に順に積層して設けられた
第１のパッケージ層１０６、タッチ層および第２のパッケージ層１０８とを含み、前記有
機発光ダイオードは順に積層して設けられた第１の電極、有機発光層１０３および第２の
電極を含み、すべての前記有機発光ダイオードにおける前記第１の電極は独立して設けら
れ、各行の前記有機発光ダイオードにおける前記第２の電極は、第１の方向に沿って同層
で直列接続されて、複数の第１の導電部１０５を形成する。
【００２７】
　前記タッチ層は、第２の方向に沿って平行に配列している複数の第２の導電部１０７を
含み、前記第１の導電部１０５と前記第２の導電部１０７は、互いに絶縁した交差回路網
を形成する。
【００２８】
　第２の電極で構成された第１の導電部１０５とタッチ層における第２の導電部１０７は
タッチ構造を形成し、前記タッチ表示装置の厚さを大幅に減少させ、第１の導電部１０５
と第２の導電部１０７との間は、第１のパッケージ層１０６のみにより絶縁され、構造が
簡単である。
【００２９】
　また、有機発光ダイオードの出光面に第１のパッケージ層１０６、タッチ層および第２
のパッケージ層１０８のみが設けられ、前記タッチ表示装置の発光効率を効果的に高め、
かつ、従来のタッチ表示装置に比べて、製造工程を効果的に減少させ、製品の歩留まりを
高める。
【００３０】
　本実施例において、前記第１の方向は前記第２の方向に垂直であり、本発明の他の実施
例として、前記第１の方向と前記第２の方向は、任意の角度で交差する方向であってもよ
い。
【００３１】
　前記タッチ表示装置において、すべての有機発光ダイオードにおける第１の電極が同一
の層に形成されるので、図１は、すべての第１の電極を含む第１の電極層１０３だけを示
し、すべての有機発光ダイオードにおける有機材料層１０４が同一の層に形成されるので
、図１は、すべての有機材料層１０４を含む同一の層だけを示す。
【００３２】
　前記基板１０１は、ポリマーのフレキシブル基板またはガラス基板から選択されたが、
これらに限定されず、本実施例において、好ましくはポリマーのフレキシブル基板であり
、具体的には、ポリイミド（ＰＩ）基板である。
【００３３】
　前記第１の電極と前記有機発光層１０３は、用いられる材料と厚さがいずれも従来の技
術と同様であり、本実施例において、前記第１の電極は酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）で
あり、各前記有機発光ダイオードにおける前記有機発光層１０３に用いられる材料はすべ
て同じであるとは限られず、表示の要件を満たすために、すべての前記有機発光ダイオー
ドは複数の画素部に区分され、各画素部毎に赤色光、緑色光、青色光ダイオードのうち少
なくとも２つが含まれ、発光の色は有機発光層１０３により決められ、本実施例において
、前記赤色光発光層は、４－（ジシアノメチレン）－２－メチル－６－（４－ジメチルア
ミノスチリル）－４Ｈ－ピラン（ＤＣＭ）であり、緑色光発光層は３－（２－ベンゾチア
ゾリル）－７－（ジエチルアミノ）クマリン（クマリン６）であり、青色光発光層は９，
１０－ジ（２－ナフチル）アントラセンであり、本発明の他の実施例はこられに限定され
ない。
【００３４】
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　本発明の他の実施例として、前記有機発光ダイオードは、前記第１の電極と第２の電極
との間に設けられた電子注入層、電子輸送層、正孔遮断層、電子遮断層、正孔輸送層、正
孔注入層のうちの一つまたは複数の組み合わせをさらに含む。
【００３５】
　前記第１の導電部１０５と前記第２の導電部１０７は、いずれも透明または半透明の導
電層である。
【００３６】
　前記第１の導電部１０５を構成する前記第２の電極は、銀、マグネシウム銀合金、マグ
ネシウム銀合金／銀の積層、カルシウム、ナトリウム、アルミニウム、ＩＴＯなどから選
択されたが、これらに限定されず、本実施例において、好ましくはマグネシウム銀合金層
であり、前記第２の電極の厚さは１ｎｍ～５００ｎｍであり、本実施例において、好まし
くは５ｎｍである。
【００３７】
　前記第２の導電部１０７は、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）、アルミニウムドープ酸化
亜鉛（ＡＺＯ）、フッ素ドープ酸化スズ（ＦＴＯ）などのような透明な導電性酸化物、Ｐ
ＥＤＯＴ：ＰＳＳなどの導電性ポリマー、銀ナノワイヤ、グラフェン（ｇｒａｐｈｅｎｅ
）、カーボンナノチューブなどから選択されたが、これらに限定されず、本実施例におい
て、好ましくはＩＴＯ層であり、前記第２の導電部１０７の厚さはである５ｎｍ～５μｍ
であり、本実施例において、好ましくは５０ｎｍである。
【００３８】
　前記第１のパッケージ層１０６と前記第２のパッケージ層１０８は、いずれも一層また
は交互に設けられた多層の有機薄膜および／または無機薄膜を含む膜層であり、無機薄膜
は、窒化珪素、酸化珪素などのから選択されたが、これらに限定されず、有機薄膜は、紫
外線硬化樹脂、二酸化珪素－アクリル樹脂複合材料などの薄膜から選択される。
【００３９】
　本実施例において、前記第１のパッケージ層１０６は、好ましくは交互に堆積した四対
のポリアクリル酸エステル層と酸化アルミニウム層であり、ポリアクリル酸エステル層の
膜厚はいずれも１．５μｍであり、酸化アルミニウム層の膜厚はいずれも５０ｎｍであり
、前記第２のパッケージ層１０８は、好ましくは二酸化珪素－アクリル樹脂複合材料層で
あり、厚さが５μｍである。
【００４０】
　本発明の他の実施例として、前記第１のパッケージ層１０６の厚さは５０ｎｍ～５μｍ
であってもよい。
【００４１】
　本発明の他の実施例として、前記第２のパッケージ層１０８の厚さは５０ｎｍ～５μｍ
であってもよい。
【００４２】
　前記基板１０１とすべての前記有機発光ダイオードとの間に駆動回路層１０２がさらに
設けられ、前記駆動回路層１０２における回路は、すべての前記有機発光ダイオードを駆
動するために用いられる。本実施例において、前記駆動回路は、好ましくはアクティブ駆
動回路であり、すなわち、各前記有機発光ダイオードは、少なくとも２つの薄膜トランジ
スタと１つのコンデンサからなるサブ回路により駆動され、各サブ回路は駆動アレイを形
成し、具体的な回路は従来の技術と同様である。前記駆動アレイは、用いられた薄膜トラ
ンジスタのタイプに従って、低温ポリシリコン薄膜トランジスタアレイ、金属酸化物薄膜
トランジスタアレイ、有機薄膜トランジスタアレイなどのアレイのうちの一種であり、本
実施例において、好ましくは低温ポリシリコン薄膜トランジスタアレイである。
【００４３】
　前記タッチ装置の製造方法は、以下のステップを含む。
【００４４】
　Ｓ１、蒸着プロセスにより基板１０１にＩＴＯ層を形成し、フォトリソグラフィーとエ
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ッチングプロセスにより、独立して設けられた第１の電極を形成し、さらに蒸着プロセス
により第１の電極に有機発光層１０３を形成する。
【００４５】
　本発明の他の実施例として、前記第１の電極層と有機発光層１０３の製造方法は、これ
に限定されず、従来の技術における第１の電極層と有機発光層１０３の製造を実現できる
任意の技術であればよい。
【００４６】
　Ｓ２、マスクと蒸着プロセスにより有機発光層１０３に第２の電極を形成し、第２の電
極を第１の方向に沿って直列接続して、平行に配列している複数の第１の導電部１０５を
形成する。
【００４７】
　本発明の他の実施例として、前記第２の電極のパターン化方法は、これに限定されず、
従来の技術における第２の電極のパターン化を実現できる任意の技術であればよい。
【００４８】
　Ｓ３、基板１０１にすべての第１の導電部１０５を被覆する第１のパッケージ層１０６
を形成し、具体的には、フラッシュ蒸着－紫外線硬化プロセスによりポリアクリル酸エス
テル層を形成し、反応性スパッタリングプロセスにより酸化アルミニウム層を形成する。
【００４９】
　本発明の他の実施例として、前記第１のパッケージ層１０６は、選択された材料に応じ
て製造プロセスを選択することができ、いずれも本発明の目的を実現でき、本発明の保護
範囲に属する。
【００５０】
　Ｓ４、スパッタリングプロセスにより第１のパッケージ層に導電層を形成し、本実施例
においてＩＴＯを形成し、さらにフォトリソグラフィープロセスによりパターン化して第
２の方向に沿って平行に配列している複数の第２の導電部１０７を形成して、タッチ層を
形成する。
【００５１】
　本発明の他の実施例として、前記第２の導電部１０７は、マスクまたは印刷などのプロ
セスにより直接形成してもよい。
【００５２】
　Ｓ５、コーティングプロセスにより基板１０１にすべての第２の導電部１０７を被覆す
る第２のパッケージ層１０８を形成する。
【００５３】
　ステップＳ１の前に、基板１０１に駆動回路層１０２を形成するステップをさらに含み
、具体的な実施形態は従来の技術と同様である。
【００５４】
　前記タッチ表示装置の製造方法は、第２の電極の製造過程で、第２の電極で第１の導電
部１０５を形成し、タッチ層における第２の導電部１０７とともにタッチ構造を形成し、
製造方法が簡単で、プロセスコストが低い。
【００５５】
　（実施例２）
　本実施例はタッチ表示装置を提供し、図２に示すように、具体的な構造および実施形態
は実施例１と同様であり、前記第１の導電部１０５と前記第２の導電部１０７のパターン
が同じであり、いずれも導電ストリップにより接続された菱形である。
【００５６】
　実施例１とは異なり、本実施例において、前記基板１０１に前記第２の電極を隔離する
隔離柱２０９が設けられることにより、第１の導電部１０５同士は、互いに絶縁される。
【００５７】
　前記隔離柱２０９は、前記駆動回路層１０２に設けられても、前記第１の電極層１０３
に設けられても、前記第１の電極層１０３に設けられて画素部を限定するための像素限定
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【００５８】
　前記隔離柱層は、様々な誘電材料層であり、本実施例において、好ましくはフォトレジ
スト層であり、コーティングおよびフォトリソグラフィーのプロセスにより直接製造でき
る。
【００５９】
　（実施例３）
　本実施例はタッチ表示装置を提供し、図３に示すように、具体的な構造および実施形態
は実施例１と同様であるが、前記第１の導電部１０５と前記第２の導電部１０７のパター
ンが垂直に交差するストリップ状である点で異なる。
【００６０】
　明らかに、上記実施例は、実施形態を制限するものではなく、明確に説明するために例
示したものに過ぎない。当業者であれば、上記説明を基に種々の変形または変更を行うこ
とができる。ここで、全ての実施形態を列挙する可能性も必要性もない。これから導出し
た明らかな変形または変更は本発明の保護範囲内に含まれるべきである。
【符号の説明】
【００６１】
１０１　基板
１０２　駆動回路層
１０３　第１の電極層
１０４　有機発光層
１０５　第１の導電部
１０６　第１のパッケージ層
１０７　第２の導電部
１０８　第２のパッケージ層
【図１】

【図２】

【図３】
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